
一
、

　

本
稿
で
は
、
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
楢
崎
勤
宛
十
一

谷
義
三
郎
書
簡
五
通
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
者
関

係
資
料
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

楢
崎
勤
（
一
九
〇
一
〈
明
治
34
〉
年
〜
一
九
七
八
〈
昭
和
53
〉
年
）
は
、
山
口
県
萩
市
出

身
の
新
興
芸
術
派
の
作
家
で
、『
神
聖
な
裸
婦
』（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
四
月
、新
潮
社
）、

『
相
川
マ
ユ
ミ
と
い
ふ
女
』（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
一
〇
月
、
新
潮
社
）
な
ど
の
創
作
集

を
発
表
し
て
お
り
、
そ
し
て
ま
た
雑
誌
『
新
潮
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
編
集
者
と
し
て
も
、

文
学
史
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。
そ
の
文
壇
回
想
録
『
作
家
の
舞
台
裏　

一
編
集
者
の
み

た
昭
和
文
壇
史
』（
一
九
七
〇
〈
昭
和
45
〉
年
一
一
月
、
読
売
新
聞
社
）
は
、
昭
和
文
学
史

の
一
コ
マ
を
記
録
し
た
資
料
と
し
て
も
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　

書
簡
の
差
出
人
で
あ
る
十
一
谷
義
三
郎
（
一
八
九
七
〈
明
治
30
〉
年
〜
一
九
三
七
〈
昭
和

12
〉
年
）
は
、
新
感
覚
派
の
文
芸
雑
誌
『
文
藝
時
代
』
の
創
刊
当
初
か
ら
同
人
と
し
て
創
作

活
動
を
展
開
し
、
ま
た
「
唐
人
お
吉
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
八
〈
昭
和
３
〉
年
一
一
月
）

な
ど
の
小
説
で
知
ら
れ
る
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
小
説
家
だ
。
本
稿
で
採
り
上
げ

る
十
一
谷
義
三
郎
書
簡
は
、十
一
谷
義
三
郎
が『
新
潮
』編
集
者
の
楢
崎
勤
に
送
っ
た
も
の
で
、

昭
和
三
年
一
一
月
か
ら
昭
和
四
年
四
月
ま
で
の
期
間
に
書
か
れ
た
書
簡
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
の
十
一
谷
義
三
郎
は
、
ど
の
よ
う
な
執
筆
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
必
ず
し
も
す
べ
て
の
著
述
活
動
を
網
羅
し
た
一
覧
で
は
な
い
が
、「
昭
和
二
年
十
一

月
よ
り
同
三
年
十
月
ま
で
」（「
凡
例
」）
を
扱
っ
た
文
芸
家
協
会
編
『
文
芸
年
鑑　

昭
和
四

年
版
』（
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
一
月
、
新
潮
社
）、
お
よ
び
、「
昭
和
三
年
十
一
月
よ
り

同
四
年
十
月
ま
で
」（「
凡
例
」）
を
扱
っ
た
文
芸
家
協
会
編
『
文
芸
年
鑑　

昭
和
五
年
版
』

（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
三
月
、新
潮
社
）
が
掲
載
し
た
、十
一
谷
義
三
郎
の
「
執
筆
目
録
」

を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
執
筆
状
況
を
踏
ま
え
て
お
き
た
い
。

小
説　

鼻
緒
作
り
の
兄
と
弟　
　

太
陽　
　
　
　
　

十
一
月

同　
　

跫
音　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

一
月
／
二
月

小
説　

灯
と
唾　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論　
　
　

二
月

同　
　

街
の
犬—

—

　
　
　
　
　

女
性　
　
　
　
　

四
月

同　
　

風
に
帽
子
が—

—

　
　
　

文
章
倶
楽
部　
　

六
月

同　
　

仕
立
屋
マ
リ
子
の
半
生　

中
央
公
論　
　
　

七
月

同　
　

あ
の
道
こ
の
道　
　
　
　

文
藝
春
秋　
　
　

同

評
論　

人
間
雑
評　
　
　
　
　
　

文
藝
春
秋　
　
　

二
月

同　
　

文
藝
時
評　
　
　
　
　
　

新
潮　
　
　
　
　

九
月

雑　
　

愛
書
つ
れ
づ
れ　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

十
一
月

同　
　

太
陽
の
休
刊
な
ど　
　
　

読
売
新
聞　
　
　

二
月

文
芸
家
協
会
編
『
文
芸
年
鑑　

昭
和
四
年
版
』

（
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
一
月
、
新
潮
社
）

　
「
私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
つ
い
て—

—

四
十
二
作
家
の
感
想—

—

」（『
新
潮
』

一
九
二
八
〈
昭
和
３
年
〉
一
二
月
号
）
に
は
、
十
一
谷
義
三
郎
の
「
目
標
だ
け
は
」
と
題
さ

れ
た
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
十
一
谷
は
、「
跫
音
」「
灯
と
唾
」「
街
の
犬
」「
仕

立
屋
マ
リ
子
の
半
生
」「
あ
の
道
こ
の
道
」「
唐
人
お
吉
」
の
六
作
を
掲
げ
た
う
え
で
、
以
下

の
よ
う
な
反
省
の
弁
を
述
べ
て
い
る
。

楢
崎
勤
宛
十
一
谷
義
三
郎
書
簡
に
つ
い
て

—
—

一
九
二
九
年
春
、「
原
稿
の
書
け
な
い
作
家
」
が
送
っ
た
手
紙—

—

加　
　

藤　
　

禎　
　

行
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六
作
を
通
じ
て
反
省
さ
れ
る
こ
と
は
、
精
力
不
足
の
一
点
で
す
。
一
作
ご
と
に
打

ち
込
ん
で
い
く
野
心
が
、
却
つ
て
僕
自
身
を
苛
責
み
ま
し
た
。
生
理
的
に
不
健
康
の

所
為
か
、
天
分
の
薄
い
所
為
か
、
い
つ
も
頭
が
先
へ
走
つ
て
、
ペ
ン
は
鈍
重
で
、
実

に
苦
し
い
思
ひ
を
つ
ゞ
け
ま
し
た
。
此
の
苦
し
さ
が
無
く
な
つ
た
時
、
初
め
て
、
僕

の
欠
点
の
「
硬
さ
」
が
無
く
な
る
の
だ
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
／
足
は
重
く
、
腰

は
ク
ダ
ケ
勝
ち
で
す
が
、
た
ゞ
常
に
目
標
だ
け
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
置
き
た
い
、
そ

れ
が
僕
の
覚
悟
で
す
。
そ
の
覚
悟
の
苦
し
さ
を
、
作
は
も
と
よ
り
、
身
辺
日
常
生
活

に
も
痛
感
し
た
の
が
今
年
で
し
た
。
／
褒
め
ら
れ
て
も
、
貶
さ
れ
て
も
、
批
評
は
、

み
ん
な
こ
の
僕
の
苦
し
さ
を
鞭
打
し
ま
し
た
。
／
こ
れ
は
恐
ら
く
、
僕
だ
け
に
限
つ

た
経
験
で
は
無
い
で
せ
う
が
、
僕
に
は
こ
の
苦
痛
が
大
き
く
見
え
て
仕
方
が
な
い
。

所
詮
は
荊
棘
の
路
で
す—

—

　

十
一
谷
へ
の
批
評
も
ひ
と
つ
だ
け
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
十
一
谷
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
号
に
は
勝
本
清
一
郎
「
一
九
二
八
年
の
小
説
」（『
新
潮
』
一
九
二
八
〈
昭
和
３
〉
年

一
二
月
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
年
間
の
創
作
壇
を
振
り
返
り
な
が
ら
勝
本
は
、
犬
養

健
と
並
べ
な
が
ら
十
一
谷
に
声
援
を
送
っ
て
い
る
。

十・

・

・

・

・

・

一
谷
義
三
郎
氏
も
亦
非
常
な
努
力
を
示
し
た
。「
仕
立
屋
マ
リ
子
の
半
生
」（
中
央

公
論
）、「
灯
と
唾
」（
同
）、「
あ
の
道
こ
の
道
」（
文
藝
春
秋
）—

—
ど
れ
も
作
者
の

身
辺
的
経
験
範
囲
を
越
え
て
、
客
観
的
題
材
を
こ
な
さ
う
と
し
た
も
の
だ
。「
唐
人

お
吉
」
は
そ
の
一
層
大
規
模
の
所
産
で
あ
る
。（
中
略
）
氏
は
明
か
に
新
自
然
主
義

者
と
し
て
、
過
去
の
自
然
主
義
の
正
当
な
理
論
的
伝
統
の
上
に
立
つ
た
。
尤
も
犬・

・養

氏
も
新
自
然
主
義
者
で
あ
つ
た
と
云
へ
る
。
し
か
し
再
び
何
が
氏
等
の
態
度
の
弱
点

か
と
云
へ
ば
、
時
代
や
環
境
の
認
識
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
底
に
あ
る
唯
物
的
な
決

定
的
動
因
と
し
て
の
歴
史
的
経
済
機
構
の
把
握
に
ま
で
突
き
詰
め
る
事
を
し
な
い
点

で
あ
る
。
時
代
や
環
境
の
力
を
「
気
紛
れ
」
な
も
の
と
見
て
満
足
し
て
、
せ
つ
か
く

の
認
識
的
努
力
を
途
中
で
遊
ば
せ
て
し
ま
ふ
中
途
半
端
さ
に
あ
る
。
殊
に
「
唐
人
お

吉
」
に
於
け
る
十・

・

・
一
谷
氏
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
時
代
的
知
識
が
、
日
本
画
家
の
帝
展

製
作
に
於
け
る
調
度
や
衣
類
に
関
す
る
表
面
的
な
故
実
知
識
ぐ
ら
ゐ
に
し
か
生
か
さ

れ
て
ゐ
な
い
。
十・

・

・
一
谷
氏
の
自
由
主
義
的
な
時
代
認
識
の
眼
に
も
つ
と
徹
底
と
深
さ

と
強
さ
と
が
あ
れ
！　

そ
し
て
そ
れ
に
適
は
し
い
表
現
力
、
弾
力
的
迫
力
が
あ
れ
！

　

そ
し
て
本
稿
で
採
り
上
げ
る
書
簡
の
う
ち
、
最
も
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
は
、

一
九
二
八
〈
昭
和
３
〉
年
一
一
月
二
二
日
の
日
付
を
持
つ
が
、
こ
の
一
九
二
八
〈
昭
和
３
〉

年
一
一
月
以
降
の
十
一
谷
の
執
筆
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

小
説　

唐
人
お
吉　
　
　
　
　
　

中
央
公
論　
　
　

十
一
月

同　
　

白
粉
花
の
窓　
　
　
　
　

若
草　
　
　
　
　

同

同　
　

続
唐
人
お
吉　
　
　
　
　

中
央
公
論　
　
　

十
二
月

同　
　

古
臭
い
感
傷　
　
　
　
　

若
草　
　
　
　
　

三
月

同　
　

時
の
敗
者　
　
　
　
　
　

東
京
朝
日
新
聞　

六
月
／
十
月

小
説　

街
の
斧
博
士　
　
　
　
　

中
央
公
論　
　
　

七
月

同　
　

一
つ
手
前　
　
　
　
　
　

若
草　
　
　
　
　

八
月

評
論　

傾
向
に
面
し
て　
　
　
　

読
売
新
聞　
　
　

五
月

文
芸
家
協
会
編
『
文
芸
年
鑑　

昭
和
五
年
版
』

（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
三
月
、
新
潮
社
）

　

一
九
二
八
〈
昭
和
３
〉
年
一
一
月
、
一
二
月
と
十
一
谷
義
三
郎
は
『
中
央
公
論
』
に
、
代

表
作
と
な
る
「
唐
人
お
吉
」「
続
唐
人
お
吉
」
を
発
表
し
、
雑
誌
『
若
草
』
へ
の
小
説
掲
載

を
挟
み
な
が
ら
、
翌
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
六
月
二
八
日
か
ら
は
、『
東
京
朝
日
新
聞
』

夕
刊
紙
上
に
「
時
の
敗
者　

唐
人
お
吉
」（
一
〇
月
五
日
ま
で
）
の
連
載
を
開
始
し
て
い
る
。

　

十
一
谷
義
三
郎
は
、
す
で
に
充
分
に
新
進
作
家
か
ら
中
堅
作
家
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
み

て
よ
い
。
だ
か
ら
『
新
潮
』
編
集
者
楢
崎
勤
が
十
一
谷
に
、
昭
和
四
年
一
月
号
の
新
春
を
飾

る
創
作
欄
に
執
筆
依
頼
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
意
外
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

二
、

　

以
下
に
、
書
簡
本
文
を
掲
げ
な
が
ら
紹
介
し
て
い
く
。
な
お
翻
刻
に
際
し
て
は
、
仮
名
遣

い
は
そ
の
ま
ま
旧
仮
名
遣
い
と
し
、
旧
字
体
は
固
有
名
詞
を
除
い
て
、
新
字
体
に
改
め
た
。

ま
た
、
写
真
版
を
本
稿
と
同
時
に
掲
げ
る
の
で
、
改
行
位
置
に
つ
い
て
は
特
に
明
示
し
な
い

こ
と
と
し
た
。

楢崎勤宛十一谷義三郎書簡について  —— 一九二九年春、「原稿の書けない作家」が送った手紙 —— 
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【
書
簡
１
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込3.11.22  

前8-9

前
略
御
免
下
さ
い　

昨
日
速
達
い
た
ゞ
き
ま
し
た
後
過
日
来
の
疲
労
や
ら
憂
欝
や
ら

一
時
に
来
た
も
の
ら
し
く
熱
心
地
で
倒
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
今
夜
の
会
は
楽
し
み

に
し
て
ゐ
ま
し
た
が
ど
う
も
と
て
も
覚
束
な
く
存
じ
ま
す
。
我
慢
が
出
来
る
や
う
な

ら
是
非
出
た
く
存
じ
ま
す
が
勝う
わ
こ
と手
を
喋
り
ち
ら
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
し
ま
た

黙
り
切
り
で
熱
の
辛
抱
も
苦
し
い
次
第
で
す
か
ら
お
許
し
願
ひ
た
く
考
へ
ま
す　

尚

新
年
号
の
作
は
既
に
か
ゝ
り
ま
し
た
が
、
此
の
調
子
で
は
と
て
も
期
限
ま
で
に
満
足

な
出
来
栄
に
な
り
さ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
新
潮
の
此
の
作
は
今
の
小
生
と
し
て
飽
く

ま
で
快
心
の
作
に
し
た
く
、
枚
数
も
六
十
枚
を
多
少
越
え
る
予
定
で
か
ゝ
つ
て
ゐ
ま

す　

重
々
勝
手
で
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
色
々
御
諒
察
下
す
つ
て
二
月
号
へ
お
伸

ば
し
願
ひ
た
く
存
じ
ま
す　

合
評
会
も
新
年
号
も
、
ど
ち
ら
も
小
生
と
し
て
は
悦
ば

し
く
お
引
受
け
し
た
の
で
し
た
が
、
現
在
の
こ
の
状
態
で
は
結
局
無
理
な
作
を
作
つ

て
自
分
自
身
の
苦
痛
を
招
く
も
と
ゝ
な
り
さ
う
で
す
か
ら
何
卒
御
懇
願
致
し
ま
す　

創
作
は
、
大
底
十
二
月
の
二
十
日
頃
に
完
成
し
て
御
届
け
し
た
く
考
へ
ま
す　

御
予

定
を
狂
は
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん　

小
生
も
寔
に
残
念
で
す
が
、
然
し
か
ら
だ
が

利
き
ま
せ
ん
し
や
っ
つ
け
仕
事
は
尚
苦
し
い
で
す
か
ら
御
許
し
下
さ
い
。
そ
の
か
わ

り
多
少
は
自
身
あ
る
作
を
お
眼
に
か
け
た
く
考
へ
ま
す　

い
づ
れ
此
処
三
四
日
休
養

後
拝
眉
萬
々
申
し
述
べ
ま
す　

間
際
へ
い
っ
て
ゞ
は
一
層
い
け
ま
せ
ん
か
ら
今
か
ら

一
寸
御
断
り
申
し
上
げ
た
く
、
牀
上
に
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た　

勝
手
は
重
々
御
詫
び

致
し
ま
す　

中
村
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
御
伝
言
下
さ
い

義
三
郎

楢
崎
様

　

書
簡
冒
頭
の
話
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
今
夜
の
会
」
と
い
う
の
は
、し
ば
ら
く
し
て
「
合

評
会
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
雑
誌
『
新
潮
』
の
合
評
会
の

こ
と
。
十
一
谷
が
欠
席
し
た
合
評
会
は
、『
新
潮
』
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
一
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
「
当
来
の
文
学
と
要
望
す
る
文
学—

—

第
六
十
六
回
新
潮
合
評
会
」
で
、
出
席
者

と
し
て
は
黒
田
礼
二
、
新
居
格
、
片
岡
鉄
兵
、
勝
本
清
一
郎
、
大
宅
壮
一
、
浅
原
六
朗
、
横

光
利
一
、
平
林
初
之
輔
、
中
村
武
羅
夫
ら
、
九
名
の
文
学
者
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
十
一
谷
は
、
一
月
号
の
原
稿
依
頼
を
二
月
号
に
延
ば
し
て
欲
し
い
と
楢
崎
に
依
頼

し
、
一
二
月
二
〇
日
前
後
を
新
し
い
締
め
切
り
と
し
て
、
み
ず
か
ら
提
案
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
『
新
潮
』
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
一
月
号
の
創
作
欄
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
牧
野
信

一
「
熱
い
風
」、
平
林
た
い
子
「
非
幹
部
派
の
日
記
」、
川
端
康
成
「
海
山
叙
景
詩
」、
浅
原

六
朗
「
女
群
行
進
」、片
岡
鉄
兵
「
大
島
争
議
君
」、岡
田
三
郎
「
三
月
変
」
の
六
作
で
あ
っ
た
。

な
お
、書
簡
末
尾
で
名
前
が
掲
げ
ら
れ
た
「
中
村
さ
ん
」
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
、作
家
で
、

新
潮
社
の
編
集
者
だ
っ
た
中
村
武
羅
夫
と
見
て
よ
い
。

【
書
簡
２
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎　

二
十
一
日

　
　
　
　
　

消
印　

□
□3.12.21　

后2-3

過
日
は
失
礼
致
し
ま
し
た
。
原
稿
例
に
よ
っ
て
苦
心
し
て
居
り
ま
す
。
大
変
勝
手
で

申
し
上
げ
に
く
い
の
で
す
が
二
月
号
稿
料
の
う
ち
百
円
前
借
し
た
い
の
で
す
が
何
と

か
お
取
計
ひ
願
ひ
た
く
存
じ
ま
す
。
原
稿
が
出
来
て
か
ら
と
思
ひ
ま
し
た
が
そ
れ
で

は
少
々
手
許
が
困
り
ま
す
か
ら
お
願
ひ
致
し
ま
す　

原
稿
は
二
つ
と
も
間
違
ひ
な
く

完
成
致
し
ま
す
か
ら
。
新
年
号
皆
断
わ
っ
た
の
で
少
し
苦
し
い
処
へ
作
の
為
金
を
使

ふ
の
で
誠
に
相
済
ま
ぬ
お
願
ひ
で
す　

何
卒
よ
ろ
し
く
御
取
計
ひ
下
さ
い
ま
し
。
明

日
お
昼
過
ぎ
に
使
ひ
か
小
生
直
接
伺
ひ
ま
す
か
ら
。

義
三
郎

楢
崎
様

　

こ
の
書
簡
は
、
十
一
谷
が
み
ず
か
ら
設
定
し
た
一
二
月
二
〇
日
か
ら
一
日
が
経
過
し
た

二
一
日
の
消
印
を
持
つ
。
二
月
号
掲
載
の
小
説
は
未
完
成
な
が
ら
、
十
一
谷
は
、
原
稿
料
の

前
借
り
を
楢
崎
に
依
頼
し
て
い
る
。「
二
つ
と
も
」
と
あ
る
第
二
の
原
稿
に
つ
い
て
の
詳
細

は
不
明
だ
が
、
次
の
一
月
一
一
日
付
書
簡
で
「
文
章
倶
楽
部
も
や
っ
ぱ
り
不
義
理
し
さ
う
で

す
」
と
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
潮
社
の
投
書
雑
誌
『
文
章
倶
楽
部
』
か
ら
依
頼
さ
れ
た
別

の
原
稿
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ
う
だ
。
書
簡
に
お
け
る
「
新
年
号
皆
断
わ
っ
た
」
と
い
う

十
一
谷
の
弁
明
が
事
実
か
ど
う
か
は
判
断
し
が
た
い
。
と
は
い
え
、
前
掲
の
文
芸
家
協
会

編
『
文
芸
年
鑑　

昭
和
五
年
版
』
の
記
録
に
従
え
ば
、
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
の
新
春
、

十
一
谷
の
創
作
が
文
壇
に
提
供
さ
れ
て
活
字
と
な
っ
た
形
跡
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
確
か

だ
。
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な
お
、「
作
の
為
金
を
使
ふ
」
と
い
う
十
一
谷
の
釈
明
は
、
前
掲
の
勝
本
清
一
郎
の
批
評

の
言
葉
を
借
り
て
言
う
な
ら
ば
、「
作
者
の
身
辺
的
経
験
範
囲
を
越
え
て
、
客
観
的
題
材
を

こ
な
さ
う
と
し
た
」、小
説
「
唐
人
お
吉
」（
一
九
二
八
〈
昭
和
３
〉
年
一
一
月
、一
二
月
『
中

央
公
論
』）
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
幕
末
期
、
明
治
初
期
の
資
料
や
文
献
の
蒐
集
と
精

読
を
通
じ
て
、
そ
の
小
説
世
界
の
構
築
を
試
み
る
と
い
っ
た
、
十
一
谷
の
創
作
手
法
の
転
換

期
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
も
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
、
豊
島
与
志
雄
の
追
悼
文
「
十
一
谷
義
三
郎
を
語
る
」（『
改
造
』
一
九
三
七
〈
昭
和

12
〉
年
五
月
）
は
、
当
時
の
十
一
谷
の
博
捜
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

十
一
谷
君
は
仕
事
に
対
し
て
入
念
だ
つ
た
。『
唐
人
お
吉
』
以
後
歴
史
物
に
手
を

つ
け
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
は
、
文
字
の
駆
使
、
表
現
技
法
な
ど
に
、
独
特
の
精
緻

な
風
格
を
増
し
て
き
て
、「
読
者
の
眼
を
廻
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
だ
」
と
或
る
人
に
云

は
せ
る
に
至
つ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
材
料
の
蒐
集
研
究
に
一
方
な
ら
ぬ
苦

心
を
費
し
た
も
の
だ
つ
た
。
あ
ち
こ
ち
の
古
い
記
録
を
見
て
歩
い
た
の
は
固
よ
り
、

ど
こ
で
手
に
入
れ
た
か
、
古
い
反
故
る
い
の
一
杯
つ
ま
つ
て
る
葛
籠
を
幾
つ
か
持
つ

て
ゐ
た
。
古
証
文
、
手
紙
の
断
片
、
種
々
の
受
取
書
、
い
ろ
ん
な
日
付
や
品
物
の
覚

え
書
、
さ
う
し
た
つ
ま
ら
な
い
反
故
る
い
の
中
か
ら
、
作
中
人
物
の
実
生
活
を
探
り

出
さ
う
と
し
て
ゐ
た
。
恐
ら
く
、『
唐
人
お
吉
』
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
か
つ
た

ら
う
。
砂
中
に
黄
金
の
粒
を
探
す
者
の
よ
う
な
眼
付
で
、
十
一
谷
君
は
古
い
反
故
る

い
を
か
き
ま
は
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

【
書
簡
３
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達　

お
詫
状

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込4.1.11　

后1-2

原
稿
が
お
く
れ
て
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん　

ほ
っ
て
ゐ
る
訳
で
は
な
く
苦
心
を
重
ね
て

ゐ
る
の
で
す　

こ
ん
ど
の
一
作
は
相
当
自
信
の
あ
る
力
作
で
す　

ど
う
も
お
く
れ
て

申
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
作
は
多
少
見
ら
れ
る
も
の
に
し
ま
す
か
ら
何
卒
い
ま
し
ば
ら
く

と
申
し
て
も
、
五
日
の
お
約
束
が
こ
ん
な
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
恐
ら
く
二
月
の
間
に

は
合
ひ
ま
す
ま
い
。
僕
も
生
活
も
あ
る
の
で
は
や
く
脱
稿
し
た
い
と
焦
っ
て
居
り
ま

す
が
無
理
は
出
来
ず
寔
に
御
迷
惑
で
済
ま
な
い
次
第
で
す　

然
し
間
に
合
せ
を
発
表

し
た
く
な
い
の
で
自
重
し
て
居
り
ま
す　

何
卒
御
諒
察
下
さ
い
。
ま
だ
四
五
日
は

か
ゝ
り
さ
う
な
の
で
心
苦
し
い
で
す
。
何
卒
勝
手
を
お
許
し
下
さ
い
。
文
章
倶
楽
部

も
や
っ
ぱ
り
不
義
理
し
さ
う
で
す　

こ
れ
も
一
緒
に
お
届
け
し
た
い
で
す　

御
覧
の

通
り
ほ
か
は
何
処
へ
も
何
一
つ
書
い
て
な
い
始
末
で
す
。
そ
の
癖
約
束
だ
け
は
随
分

沢
山
あ
る
の
で
す
勝
手
を
書
い
て
失
礼
で
す　

御
立
腹
に
な
ら
ず
に
何
卒　

呉
々
も

御
許
し
下
さ
い
。　

出
来
次
第
お
届
け
致
し
ま
す

義
三
郎

楢
崎
様

　

こ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
十
一
谷
の
原
稿
締
め
切
り
は
、
楢
崎
と
の
調
整
で
、
正
月
三
が
日

の
明
け
た
一
月
五
日
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
書
簡
は
、
そ
れ
よ
り
一
週
間
近
く
遅
れ
た
一

月
一
一
日
の
消
印
を
持
つ
。
十
一
谷
は
、
前
便
で
原
稿
料
の
前
借
り
ま
で
依
頼
し
た
と
い
う

の
に
、「
五
日
の
お
約
束
が
こ
ん
な
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
恐
ら
く
二
月
の
間
に
は
合
ひ
ま
す

ま
い
」
と
『
新
潮
』
二
月
号
へ
の
掲
載
が
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
謝
罪
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
『
文
章
倶
楽
部
』
を
含
め
、「
他
は
何
処
へ
も
何
一
つ
書
い
て
な
い
」
と
い
う

十
一
谷
の
言
い
訳
が
、
実
際
、
そ
の
通
り
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

【
書
簡
４
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
あ
け
ぼ
の
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込4.3.10　

前9-10

駄
め
で
す
苦
し
い
で
す
最
後
に
近
づ
き
つ
ゝ
完
成
出
来
ま
せ
ん
。
昼
間
は
の
っ
ぴ
き

な
ら
ぬ
客
で
そ
れ
も
近
頃
は
多
い
時
は
十
二
三
人
入
れ
代
り
立
ち
代
り
責
め
ら
れ
夜

は
徹
宵
こ
の
作
に
か
ゝ
り
ま
し
た　

少
し
肥
っ
て
ゐ
た
の
が
ま
た
も
と
の
状
態
で
す

　

金
も
入
用
で
す　

仕
事
は
是
非
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す　

そ
れ
が
出
来
ま
せ
ん　

去
年
の
作
は
皆
不
満
で
す　

今
年
こ
そ
満
足
な
作
を
し
上
げ
た
い
と
意
気
込
ん
で
居

り
ま
す
が
頭
の
中
で
出
来
て
る
や
う
に
書
け
て
居
り
ま
せ
ん　

こ
ん
な
こ
と
で
は
発

表
出
来
ま
せ
ん　

今
年
の
第
一
作
は
と
決
心
し
て
か
ゝ
っ
て
居
り
ま
す　

自
信
が
な

け
れ
ば
発
表
し
て
も
不
得
心
で
す　

厄
介
な
自
分
が
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん　

苦
し

い
許
り
で
す　

先
月
の
を
放
棄
し
て
面
白
い
作
に
か
ゝ
り
ま
し
た　

頭
の
中
で
は
随

分
光
っ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
す　

そ
れ
が
此
処
へ
来
て
ま
た
も
の
足
り
な
く
な
り
ま
し

た　

内
容
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
反
響
を
買
ふ
べ
き
も
の
と
自
信
し
て
居
り
ま
す
が
又
他

の
作
家
と
は
少
し
違
ふ
つ
も
り
で
す
が
そ
れ
丈
骨
も
折
れ
努
力
の
不
足
が
痛
感
さ
れ

楢崎勤宛十一谷義三郎書簡について  —— 一九二九年春、「原稿の書けない作家」が送った手紙 —— 
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ま
す　

こ
れ
で
は
こ
の
ま
ゝ
で
は
去
年
の
悔
を
重
ね
ま
す　

雑
誌
の
御
都
合
に
は
極

度
の
不
義
理
で
す　

殆
ど
顏
向
け
も
な
り
ま
せ
ん　

然
し
こ
れ
で
は
今
の
僕
と
し
て

発
表
す
べ
き
で
は
な
い
と
信
じ
も
一
度
面
を
被
っ
て
お
詫
び
致
し
ま
す　

此
の
作
は

き
っ
と
好
い
も
の
に
し
て
僕
の
今
年
の
第
一
作
と
し
て
世
に
問
ふ
つ
も
り
で
す　

現

代
に
は
迂
遠
な
僕
を
憐
れ
ん
で
下
さ
い　

以
上
の
ほ
か
申
し
あ
げ
る
元
気
も
な
く
な

り
ま
し
た　

中
村
さ
ん
に
も
お
眼
に
か
ゝ
っ
て
お
詫
び
申
し
ま
す

十
日
払
暁

義
三
郎

楢
崎
様

　

こ
の
書
簡
は
、
こ
れ
ま
で
の
書
簡
が
便
箋
に
ペ
ン
書
き
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
原
稿
用
紙

に
墨
書
で
、
三
月
一
〇
日
の
消
印
を
持
つ
。
日
程
的
に
見
れ
ば
、
二
月
末
日
頃
と
推
測
さ
れ

る
『
新
潮
』
四
月
号
の
締
め
切
り
を
、
は
る
か
に
過
ぎ
た
頃
合
い
の
書
簡
だ
ろ
う
か
。

　

楢
崎
勤
の
文
壇
回
想
録
『
作
家
の
舞
台
裏
』（
一
九
七
〇
〈
昭
和
45
〉
年
一
一
月
、
読
売

新
聞
社
）
に
は
、「
十
一
谷
義
三
郎
の
苦
吟
」
と
い
う
一
節
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

十
一
谷
義
三
郎
の
本
郷
弥
生
町
の
家
は
、
同
棲
し
て
い
る
年
上
の
女
の
持
ち
家
だ
、

と
い
う
風
評
で
あ
っ
た
。
廊
下
と
い
わ
ず
、
床
が
よ
く
抜
け
な
い
も
の
だ
と
お
も
わ

れ
る
ほ
ど
和
書
と
洋
書
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
十
一
谷
は
、
一

日
に
バ
ッ
ト
を
百
数
十
本
吸
う
と
い
う
噂
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
噂
で
は
な
く
、
そ

の
指
か
ら
煙
草
を
放
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
紫
檀
の
机
の
上
に
は
、
買
い
置
き
の

バ
ッ
ト
が
積
み
か
さ
ね
ら
れ
て
あ
っ
た
。
／
「
原
稿
の
書
け
な
い
作
家
」
そ
れ
は
、

戦
前
の
作
家
の
だ
れ
か
れ
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、
締
切
り
日
ま
で
に
（
あ

る
い
は
締
切
り
前
に
）
寄
稿
し
て
く
れ
る
作
家
は
、
正
宗
白
鳥
と
、
室
生
犀
星
の
二

人
で
あ
っ
た
。
と
く
に
「
原
稿
の
書
け
な
い
作
家
」
は
、
芥
川
龍
之
介
、
十
一
谷
義

三
郎
、
川
端
康
成
氏
が
極
北
的
存
在
で
あ
っ
た
。
十
一
谷
の
、
書
け
な
い
こ
と
の
断

り
か
た
に
は
、
と
き
に
、
そ
れ
が
「
狂
言
」
で
は
な
い
か
と
お
も
っ
た
り
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
楢
崎
勤
は
、
こ
の
一
節
の
直
後
に
、
前
掲
し
た
三
月
一
〇
日
の
書
簡
を
全
文
引
用

し
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
原
稿
紙
に
墨
筆
で
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
十
一
谷
の
苦
悩
の

声
に
、
わ
た
く
し
の
心
は
も
ろ
く
も
崩
れ
る
の
で
あ
っ
た
。」
と
回
想
し
て
い
る
。

　

楢
崎
勤
が
、
十
一
谷
義
三
郎
の
記
憶
を
、
十
一
谷
が
愛
し
た
煙
草
の
銘
柄
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

バ
ッ
ト
と
と
も
に
思
い
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
回
想
執
筆
の
た
め
に
再
び
取
り
出
し
た
十
一

谷
書
簡
の
原
稿
用
紙
中
央
部
の
柱
に
、
蝙
蝠
の
意
匠
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
い

た
か
ら
に
相
違
な
い
。
そ
れ
は
、先
に
見
た
豊
島
与
志
雄
の
追
悼
文「
十
一
谷
義
三
郎
を
語
る
」

（『
改
造
』
一
九
三
七
〈
昭
和
12
〉
年
五
月
）
で
も
、「
十
一
谷
君
の
愛
煙
は
世
に
有
名
で
あ
る
。

必
ず
バ
ツ
ト
に
限
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
一
日
に
少
く
と
も
十
五
箱
は
吸
つ
て
ゐ
た
。
遂

に
は
、
バ
ツ
ト
の
模
様
の
二
匹
の
蝙
蝠
を
つ
け
た
原
稿
用
紙
を
、
わ
ざ
わ
ざ
拵
へ
さ
し
た
ほ

ど
だ
つ
た
。」
と
言
及
さ
れ
る
蝙
蝠
の
意
匠
だ
っ
た
。

　

十
一
谷
の
小
説
を
一
月
号
に
掲
載
す
る
こ
と
を
見
送
っ
て
、
二
月
号
へ
の
掲
載
を
模
索
し

て
い
た
楢
崎
勤
は
、「
横
光
利
一
・
十
一
谷
義
三
郎
氏
の
印
象—

—

新
作
家
の
人
と
芸
術

（5）
」

（『
新
潮
』
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
二
月
）
を
企
画
し
て
、
十
一
谷
の
原
稿
を
待
っ
て
い
た
。

こ
の
企
画
に
は
、川
端
康
成「
横
光
と
十
一
谷
」、中
河
与
一「
横
光
例
話
集
」、片
岡
鉄
兵「
横
光
・

十
一
谷
」、
新
居
格
「
十
一
谷
君
の
素
描
」
と
い
う
四
点
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。『
新
潮
』
二
月
号
巻
末
の
「
記
者
便
り
」
は
、以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

「
▼
新
年
号
の
後
を
う
け
て
、
二
月
号
は
見
劣
り
し
勝
ち
な
も
の
に
な
る
も
の
だ
が
、
記
者
は
、

そ
の
点
を
特
に
留
意
し
て
、本
号
を
作
つ
た
。そ
の
点
は
充
分
に
汲
ん
で
い
た
ゞ
け
る
だ
ら
う
。

三
月
号
に
対
す
る
準
備
も
す
で
に
と
と
の
つ
て
ゐ
る
。
充
分
に
期
待
し
て
頂
い
て
も
い
い
と

思
ふ
。
厳
寒
の
折
柄
、
読
者
諸
氏
並
に
寄
稿
家
諸
氏
の
健
康
を
祈
る
。」

　

編
集
者
楢
崎
勤
の
心
が
も
ろ
く
も
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
そ
の
嘆
息
は
、
こ
う
し
た
地

道
な
雑
誌
編
集
の
準
備
を
、
十
一
谷
が
裏
切
り
続
け
た
記
憶
か
ら
生
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

三
、

　

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
通
、
趣
の
異
な
る
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
簡
を
確
認
し
て

本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
書
簡
５
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

大
至
急

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込4.4.5　

前7-8

拝
啓

新
潮
四
月
号
所
載
文
壇
情
痴
集
本
日
拝
見　

右
に
依
れ
ば
小
生
は
一
生
失
業
の
憂
無
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き
幸
福
な
る
身
分
の
由　

筆
者
の
説
に
依
れ
ば
火
の
無
い
処
に
煙
は
立
た
ず
と
あ
り

ま
す
が
如
何
な
る
火
に
や　

小
生
不
敏
と
雖
い
ま
だ
女
を
喰
ひ
物
に
す
る
が
如
き
ケ

チ
な
量
見
は
持
ち
合
は
さ
ず　

痩
せ
て
も
枯
れ
て
も
筆
一
本
で
立
っ
て
ゐ
る
つ
も
り

で
す　

右
一
言
御
断
り
し
て
置
き
ま
す

義
三
郎

楢
崎
勤
様

　

書
簡
の
消
印
は
、『
新
潮
』
四
月
号
が
発
売
さ
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
四
月
五
日
。
こ
れ
ま

で
の
便
箋
や
原
稿
用
紙
か
ら
は
、
う
っ
て
変
わ
っ
て
用
紙
は
和
紙
の
巻
紙
で
、
筆
記
用
具
は

墨
筆
。
十
一
谷
の
感
情
の
高
揚
を
、
文
具
と
そ
の
筆
遣
い
か
ら
う
か
が
っ
て
お
い
て
も
よ
い
。

　

こ
の
書
簡
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
文
壇
情
痴
集
」
は
、
小
山
田
庄
平
「
文
壇
情
痴
集—

—

或
は
情
賢
集—

—

」（『
新
潮
』一
九
二
九〈
昭
和
４
〉年
四
月
）を
指
す
。
こ
の「
文
壇
情
痴
集
」

は
、
一
四
頁
に
及
ぶ
長
大
な
記
事
な
の
だ
が
、
そ
の
実
、
坪
内
逍
遙
、
二
葉
亭
四
迷
か
ら
昭

和
初
年
代
に
至
る
ま
で
、
男
女
の
間
柄
を
め
ぐ
る
文
学
者
た
ち
の
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
事
が
十
一
谷
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
節
で
、「
し
か
し
、
何
と
言
つ
て

も
女
で
一
番
得
を
し
て
ゐ
る
の
は
、
金
が
あ
つ
た
り
、
家
が
あ
つ
た
り
、
恩
給
が
つ
い
て
ゐ

た
り
、
い
ゝ
職
業
を
持
つ
た
り
し
て
ゐ
る
未
亡
人
と
結
婚
そ
の
他
の
関
係
に
入
つ
た
連
中
で

あ
る
。
／
こ
の
点
か
ら
い
つ
て
高
田
保
、
宮
島
新
三
郞
、
秋
田
雨
雀
、
十
一
谷
義
三
郎
、
大

関
柊
郎
等
の
身
分
は
、
真
に
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
彼
等
は
、
／
一
生
失
業
す
る
憂
が
な

く
嫌
な
思
ひ
ま
で
し
て
原
稿
を
書
か
な
く
と
も
、
ど
う
に
か
食
つ
て
行
け
る
の
だ
か
ら
、
こ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。」
と
い
う
箇
所
だ
け
だ
っ
た
。

　

な
お
、
十
一
谷
が
「
筆
者
の
説
に
依
れ
ば
火
の
無
い
処
に
煙
は
立
た
ず
と
あ
り
ま
す
が
如

何
な
る
火
に
や
」
と
憤
慨
し
て
い
る
の
は
、「
文
壇
情
痴
集
」
の
結
び
に
置
か
れ
た
、「
以
上

で
こ
の
物
語
も
終
つ
た
。
筆
者
の
筆
が
つ
い
す
べ
り
す
ぎ
て
、
中
に
は
意
外
の
濡
れ
衣
を
着

せ
ら
れ
た
人
も
少
く
な
い
で
あ
ら
う
が
、
火
の
な
い
所
に
煙
が
立
た
ず
、
弘
法
も
筆
の
誤
り

と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
少
し
位
の
と
こ
ろ
は
大
目
で
見
て
戴
き
た
い
。」
と
い
う
一
節

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
小
山
田
庄
平
の
手
に
な
る
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
「
文
壇
情
痴
集
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
波

紋
を
起
こ
し
て
い
た
よ
う
で
、
翌
月
の
『
新
潮
』
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
五
月
号
の
ム
ー

ラ
ン
・
ル
ウ
ジ
ユ
欄
に
は
、
無
署
名
で
「「
文
壇
情
痴
集
」
余
聞
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
書
き
振
り
か
ら
は
引
き
続
き
小
山
田
庄
平
が
、
こ
の
記
事
を
執
筆
し
て
い

る
よ
う
だ
。
話
題
は
筆
者
の
詮
索
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
こ
の
小
山
田
庄
平
な
る
変
名
を
用

い
た
筆
者
が
大
宅
壮
一
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
も
っ
ぱ
ら
文
壇
か
ら
疑
わ
れ
て
い
る
が
、

筆
者
は
大
宅
壮
一
で
は
な
い
の
だ
と
言
明
し
て
い
る
。

先
月
の
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
筆
者
の
「
文
壇
情
痴
集
」
に
就
て
、
編
輯
者
は
、
方
々

で
批
難
を
蒙
つ
て
、
大
変
弱
つ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
／
先
づ
、
人
の
顔
を
み
れ
ば
、

猥
談
が
し
度
く
な
り
、
ヨ
タ
リ
度
く
な
る
大
宅
壮
一
は
、「
あ
ゝ
い
ふ
ゴ
シ
ツ
プ
的

の
も
の
は
、
み
な
僕
が
書
く
や
う
に
思
は
れ
て
、
非
常
に
迷
惑
を
す
る
」
と
、
悄
気

た
風
で
愚
痴
を
零
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
大
宅
壮
一
も
案
外
肝
魂
の
小
つ
ぽ
け
な
男
で

あ
る
。
コ
シ
ツ
プ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ア
と
し
て
自
他
共
に
許
し
て
ゐ
る
大
宅
壮
一
よ
、「
文

壇
情
痴
集
は
、
俺
が
書
い
た
ん
だ
」
と
云
ひ
廻
つ
た
方
が
、
か
へ
つ
て
い
ゝ
よ
。
ム

キ
に
な
つ
て
、
弁
解
す
る
か
ら
、
君
が
書
い
た
ん
ぢ
や
な
い
か
と
、
痛
く
な
い
腹
ま

で
探
ら
れ
た
り
、
疑
は
れ
る
の
だ
。
然
し
、
日
頃
の
言
行
か
ら
推
し
て
い
つ
て
、
当

然
の
受
難
だ
か
ら
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
さ
。

　

そ
し
て
、
諸
作
家
の
「
文
壇
情
痴
集
」
に
対
す
る
反
応
が
紹
介
さ
れ
て
い
く
の
だ
が
、
岡

田
三
郎
、
勝
本
清
一
郎
に
続
く
か
た
ち
で
、
十
一
谷
義
三
郎
、
新
居
格
、
高
田
保
ら
の
反
応

が
順
に
掲
げ
ら
れ
て
い
く
。
十
一
谷
義
三
郎
の
反
応
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
下
の
通
り
。

十
一
谷
義
三
郎
は
、「
新
潮
」
の
編
輯
者
の
と
こ
ろ
に
、
一
書
を
飛
し
て
、「
新
潮
四

月
号
所
載
文
壇
情
痴
集
本
日
拝
見
、
右
に
依
れ
ば
小
生
は
一
生
失
業
の
憂
無
き
幸
福

な
る
身
分
の
由
、
筆
者
の
説
に
依
れ
ば
、
火
の
無
い
処
へ
（
マ
マ
）煙

は
立
た
ず
と
あ
り
ま
す

が
、
（
マ
マ
）小

生
不
敏
と
雖
い
ま
だ
女
を
喰
ひ
物
に
す
る
が
如
き
ケ
チ
な
量
見
は
持
ち
合
は

さ
ず
、
痩
せ
て
も
枯
れ
て
も
筆
一
本
で
立
っ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
す
。
右
一
言
お
（
マ
マ
）断

り

し
て
置
き
ま
す
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
さ
う
だ
。
／
編
輯
子
嘆
じ
て
曰
く
「
十
一
谷
氏

の
名
前
だ
け
は
削
つ
て
お
く
可
き
だ
つ
た
」

と
あ
り
、
先
に
確
認
し
た
十
一
谷
の
書
簡
が
、
若
干
の
字
句
の
異
同
を
含
み
つ
つ
も
、『
新
潮
』

誌
面
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
方
々
で
批
難
を
蒙
つ
て
、
大
変
弱
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
編
集
者
は
、
も
ち
ろ
ん
楢
崎
勤

だ
ろ
う
し
、
ま
た
「
十
一
谷
氏
の
名
前
だ
け
は
削
つ
て
お
く
可
き
だ
つ
た
」
と
い
う
嘆
息
も

楢崎勤宛十一谷義三郎書簡について  —— 一九二九年春、「原稿の書けない作家」が送った手紙 —— 
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ま
た
楢
崎
の
も
の
だ
っ
た
は
ず
だ
。
な
お
、「「
文
壇
情
痴
集
」
余
聞
」
の
末
尾
は
、「
闇
の

夜
が
怖
い
ん
ぢ
や
な
い
が
、
筆
者
小
山
田
庄
平
、
当
分
山
に
で
も
籠
ら
う
か
。」
と
結
ば
れ

て
お
り
、
そ
の
筆
名
は
そ
の
ま
ま
『
新
潮
』
紙
上
か
ら
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
。

　
「
駄
め
で
す
苦
し
い
で
す
最
後
に
近
づ
き
つ
ゝ
完
成
出
来
ま
せ
ん
」（
三
月
一
〇
日
）
と
懇

願
し
た
そ
の
翌
月
、「
痩
せ
て
も
枯
れ
て
も
筆
一
本
で
立
っ
て
ゐ
る
つ
も
り
で
す
」（
四
月
五

日
）
と
啖
呵
を
切
っ
て
み
せ
る
十
一
谷
義
三
郎
の
感
情
の
起
伏
に
は
、
や
は
り
驚
か
さ
れ
る

が
、
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
上
半
期
は
、
十
一
谷
に
と
っ
て
寡
作
な
半
年
間
で
あ
っ
た
。

　
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
二
九
四
号
（
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
六
月
二
六
日
、
東
京
朝
日
新

聞
発
行
所
）
に
は
、「
寡
作
な
十
一
谷
義
三
郎
君
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
十
一
谷
義
三

郎
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、「
一
た
び
「
唐
人
お
吉
」
を
発
表
し
て
、
十
一
谷
義
三
郎
の
名
は

昭
和
三
年
度
の
日
本
文
壇
を
風
靡
し
た
よ
、
だ
そ
う
だ
が
本
人
は
一
向
面
白
く
も
な
さ
そ
う

な
顔
付
を
し
て
ゐ
る
、
で
も
細
君
の
話
が
出
る
と
ニ
ヤ
ツ
と
訳
な
く
や
に
下
る
と
こ
は
「
マ

コ
ト
に
愉
快
だ
」」
と
い
っ
た
短
い
記
事
が
添
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
か
ら
二
日

後
の
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
六
月
二
八
日
、十
一
谷
は
、は
じ
め
て
の
長
篇
連
載
小
説
「
時

の
敗
者　

唐
人
お
吉
」
の
第
一
回
を
『
東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
新
潮
社
と
十
一
谷
義
三
郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
翌
年
、
十
一
谷
は
、『
時

の
敗
者
／
唐
人
お
吉
』（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
二
月
、
新
潮
社
）、『
時
の
敗
者
／
唐
人

お
吉　

続
篇
』（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
七
月
、
新
潮
社
）、
新
興
芸
術
派
叢
書
『
キ
ヤ
ベ

ツ
の
倫
理
』（
一
九
三
〇
〈
昭
和
５
〉
年
六
月
、
新
潮
社
）
と
、
立
て
続
け
に
三
冊
の
著
書

を
刊
行
し
て
お
り
、
新
潮
社
に
対
す
る
『
新
潮
』
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
一
月
号
の
不
義

理
は
、
充
分
に
果
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
、「
私
が
本
年
発
表
し
た
創
作
に
つ
い
て—

—

四
十
二
作

家
の
感
想—

—

」（『
新
潮
』
一
九
二
八
〈
昭
和
３
年
〉
一
二
月
号
）
に
お
け
る
コ
メ
ン
ト
を

最
後
に
、
十
一
谷
義
三
郎
の
著
述
は
、
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
一
月
以
後
、『
新
潮
』
誌

上
か
ら
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

附
記

　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
山
口
県
立
大
学
研
究
創
作
活
動
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
、「
県

立
大
学
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し
た
郷
土
文
学
に
つ
い
て
の
研
究
活
動
お
よ
び
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
検
討
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

十
一
谷
義
三
郎
は
、一
九
三
七〈
昭
和
12
〉年
四
月
二
日
に
肺
結
核
の
た
め
死
去
し
て
お
り
、

現
在
で
は
、
十
一
谷
義
三
郎
の
著
作
権
は
消
滅
し
て
い
る
。
ま
た
書
簡
４
、
書
簡
５
は
楢
崎

勤
『
作
家
の
舞
台
裏
』、
雑
誌
『
新
潮
』
一
九
二
九
〈
昭
和
４
〉
年
五
月
号
に
そ
れ
ぞ
れ
既

出
し
て
い
る
資
料
だ
が
、
書
簡
１
、
書
簡
２
、
書
簡
３
は
新
出
資
料
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
十
一
谷
義
三
郎
御
遺
族
の
方
の
現
在
の
居
所
に
つ
い
て
、
ご
存
じ
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
ど
う
か
ご
教
示
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
書
簡
１
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込3.11.22

前8-9

　
　
　
　
　

寸
法　

封
筒
縦205m

m

×
横84m

m

　

便
箋
縦222m

m

×
横188m

m
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【
書
簡
２
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎　

二
十
一
日

　
　
　
　
　

消
印　

□
□3.12.21　

后2-3

　
　
　
　
　

寸
法　

封
筒
縦205m

m

×
横84m

m

　

便
箋
縦222m

m

×
横188m

m

楢崎勤宛十一谷義三郎書簡について  —— 一九二九年春、「原稿の書けない作家」が送った手紙 —— 
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【
書
簡
３
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達　

お
詫
状

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込4.1.11　

后1-2

　
　
　
　
　

寸
法　

封
筒
縦214m

m

×
横89m

m

　

便
箋
縦222m

m

×
横188m

m
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【
書
簡
４
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

速
達

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
あ
け
ぼ
の
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込4.3.10　

前9-10

　
　
　
　
　

寸
法　

封
筒
縦204m

m

×
横85m

m

　

原
稿
用
紙
縦266m

m

×
横368m

m

　
　
　
　
　

備
考　

原
稿
用
紙
中
央
部
柱
に
蝙
蝠
の
意
匠
あ
り

楢崎勤宛十一谷義三郎書簡について  —— 一九二九年春、「原稿の書けない作家」が送った手紙 —— 
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【
書
簡
５
】　

封
筒
オ
モ
テ　

市
内
牛
込
矢
来
町
三　

新
潮
社　

楢
崎
勤
様　

大
至
急

　
　
　
　
　

封
筒
ウ
ラ　

本
郷
曙
町
二　

十
一
谷
義
三
郎

　
　
　
　
　

消
印　

駒
込4.4.5　

前7-8

　
　
　
　
　

寸
法　

封
筒
縦212m

m

×
横84m

m

　

巻
紙
縦184m

m

×
横867m

m

楢崎勤宛十一谷義三郎書簡について  —— 一九二九年春、「原稿の書けない作家」が送った手紙 —— 
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KATO Yoshiyuki

This article introduces five letters of Juuichiya Gisaburo addressed to Narasaki Tsutomu.
Narasaki Tsutomu（1901-1978）was an editor of the literary magazine Shinco in 1926-1945, and Juuichiya   
Gisaburo（1897-1937）was a writer known for his masterpiece TOJIN OKICHI.
Though the investigation of these letters, some of the new facts on Juuichiya Gisaburo's biography were 
made clear.

On Juuichiya Gisaburo’s letters to Narasaki Tsutomu
― sent by a novelist who couldn’t complete a manuscript in spring 1929 ―
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